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小学校児童における水中運動時保温水着着用の効果と  

水泳授業における着用の有用性  
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保温水着着用の効果について検討を行ってきた4）  

5）ふ）  0   

本研究では、小学校高学年児童を対象として、  

小学校水泳授業の下限水温とされる水温23qC環  

境において運動を行った際の、体温変化から保温  

水着着用の効果を検討し（課題1）、さらに、小学  

校水泳授業現場において保温水着を着用させた際  

の児童の主観的温度感覚および授業評価に及ぼす  

影響を明らかにすることを目的とした（課題2）。  

2．方法   

課題1では、小学校高学年児童9名（年齢11．0±  

0．7歳、身長144．8±6．4cm、体重37．2±5．5kg、体  

脂肪率15．1±4．9％）を対象とし、普通水着（NSS）  

および保温水着（TSS；JCW－24100；ジバソン 、図  

1）を着用した2条件で、水中エルゴメータ（図2）  

1．はじめに   

低水温環境において運動を行うと水の高い熱伝  

導率により体温低下を促進することが知られてい  

る。特に、子倶は成人に比べて体表面積／体重比  

が大きく、熱放散が促進されやすい。これらの影  

響から小学校水泳授業においては、児童の体温低  

下が起こりやすく、授業の効率的な実施の困難性  

が指摘されている。水泳授業時の指摘環境条件と  

して、水温23QC以上1）や水温と気温の和が500C以  

上2）といった目安が示されているが、客観的評価  

は行われておらず、低水温での対策が示されてい  

ないことや寒さに対する適性の個人差などの問題  

が指摘されている。また、地域によっては環境条  

件の目安を満たせず、授業数の確保が困経となっ  

ており、水泳授業時の保温対策が必要とされてい  

る。我々の研究室ではこれまでに、成人を対象に  

図2．実験の様子（水中エルゴメータペダリング）   図1．児童用保温水着（ジバソン製）  



椿本昇三・若林斉・仙石泰雄・野村武男  158   

了時にNSS条件では37．1lOC（水没前より一0．16OC）  

まで低下し、TSS条件では37．450C（＋0．070C）まで  

上昇した。運動開始10分から15分にかけてTSS  

で有意に高い値を示した（p＜0．05）。   

図4に被験者の体脂肪率（％臨t）と過勤終了時  

における㌔の水没前からの変化との関係を示し  

た。NSS条件における％fhtとAT：cにおいて有意で  

はないが正の相関関係の傾向が見られた（FO．65，  

p＝0．06）。一方で、TSS条件では全被験者におい  

てreの低下が抑えられたことから、％伽による  

体温変化の差は見られなかった。％臨tの低い児童  

については、lOC以上r。が低下する者も見られ、  

このような児童に対してTSSを着用させることに  

より㌔を維持できたことから、身体特性差に応  

じたTSS着用の有用性が示された。   

課題2の水泳授業現場で得られた結果を以下に  

示した。   

授韓日の中には水温24．50C、気温24．80Cの寒冷  

日と水温28．00C、気温31．40cの温暖日があった  

ため、その2日間についてデータを示した。  

図5、図6に示すように、寒冷日ではTSS群  

でNSS群より も有愈に高い温度感覚を示し  

を用いて30分間の脚ペダリング運動を行わせた。  

測定環境は、水温23．00C、室温23．80Cであった。  

実験中に直腸温（re）、皮膚温（㌔k）、酸素摂取量  

（‰2）、分時換気量（粍）、心拍数（HR）、RPEを経  

時的に測定した。   

課題2では、小学校6年生62名をTSS群（32名、  

11．7歳）とNSS群（30名、1l．8歳）に分けて、3回の  

水泳授業を行った。各授業終了後に、質問紙を用  

いて、主観的温度感覚および形成的授業評価3）を  

調査した。また、寒さに伴う途中退水着数を調査  

した。  

3．結果および考察   

課題1の実験室での検討から得られた結果を以  

下に示した。   

未1に水中運動時の、拓2、垢、HR、RPEを示  

した。雨水著条件の‰2、HR、RpEには差が見ら  

れなかったが、垢はNSS条件で有意に高値を示  

した（p＜0．01）。この結果から、TSS着用により低  

水温環境に対する産熱応答が抑えられる可能性が  

示唆された。   

図3に1。の経時的変化を示した。71亡は運動終  

Swimsuit  NSS  TSS  

mean SE mean SE  

‰2（ml・min■L・kg’1） 27．6（1．7） 25．5（1．5）   

垢（1・min－1）  32．4（1．4）  28．7（l．3）   
HR（bpm） 138．1（5．2） 135．4（5．0）  

RPE  12．0（0．7） 12．1（0．5）  
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表1水中運動時の呼吸循環系応答  

－…一 保温水耕  

一  瞥通水潜  

ー10 －5  0  5 10 15  20  25  30  
time（min）  

図3．直腸温の変化（平均値±標準誤差）1。：直腸温   
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図4．直腸温の変化と体脂肪率との関係』r。：水浸前から運動終了時までの直腸温の変化 ％払t：体脂肪率  
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囲5．水泳授業後の主観的温度感覚（平均値±標準偏差）  

温度感覚：－3寒い，－2冷たい．－1やや冷たい，0どちらでもない，1やや温かい．2温かい，3暑い  

図6．形成的授業評価得点（意欲・関心）（平均値±標準偏差）形成的授業評価：3点滴点で評価  

（p＜0．05）、授業に対する意欲・関心得点も有意に  この結果から、寒冷日において特に保温水着着用  

高い得点を示した（p＜0．05）。一方で、温暖日には   の有効性が高いことが示された。また、水泳授業  

両群とも高い温度感覚を示し、意欲t関心得点も  中に寒さのために途中退水した児童の人数は、寒  

高い得点を示し、両群間に差が見られなかった。   冷日においてNSS群で5名（出席者の約20％）だっ   
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たのに射し、TSS群では退水音は見られず、全出  

席者が最後まで水泳学習を行うことができた。寒  

冷日には水温と気温の和が500Cを下回る条件で  

あったにも関わらず、保温水着の着用により高い  

温度感覚を維持し、意欲・関心の授業評価も高い  

得点を示しており、児童の積極的な授業参加を促  

せることが示唆された。寒冷時の水泳授業実施を  

可能にし、授業数を確保するための方策としての  

保温水着の有効性が示された。  

4．まとめ   

小学校水泳授業における保温水着着用の有効性  

について、小学校高学年児童を対象として実験室  

での基礎的データ（課題1）と水泳授業現場で得ら  

れたデータ（課題2）から検討した。その結果、保  

温水着着用により低水温環境においても深部温を  

維持し、寒冷感が軽減され、水泳授業に対する学  

習意欲を高めることが明らかになった。特に、寒  

冷日や体脂肪率の低い児童に対して保温水着を着  

用させることで、環境条件を克服し、身体特性の  

差を補うことができる点で保温水着の有効性が示  

された。保温水着を有効に活用することで、水泳  

授業時間数を確保でき、児童の授業参加を促し、  

泳技能向上につなげられる可能性が示唆された。  
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